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『宮古方言ノート』における親族語彙
アレクサンドラ・ヤロシュ（Aleksandra Jarosz）
　本稿はロシア人のニコライ・A・ネフスキー著の『宮古方言ノート』を日本の読者に手
軽に読んでいただけるように行った同資料の部分的な翻刻・整理、および邦訳の試みであ
る。『宮古方言ノート』とは2005年に発行された未完成の手書き辞典の複写本のことである。
1920年代に作られ、約6000の見出し語からなる資料であり、史上初の宮古言葉辞典である。
　筆者は2012年より『宮古方言ノート』の翻刻・編集・分析プロジェクトに携わっている。
その結果、『宮古方言ノート』の「試し翻刻」（Nevskiy 2013）および整理された見出し語
の英訳語彙リスト（Jarosz 2014）などを発行した。
　将来の連続発行を前提に、今回「親族語彙」というテーマに本稿の内容を絞り邦訳をつ
けた。今後は「健康・病気・治療法」、「祭・御嶽」、「飲食料」など、異なる分野の邦訳版
も準備している。
　『宮古方言ノート』と比べれば、具体的に以下のような編集作業を行った。
１． 全ての見出しが一致した構成を持つように統一した。見出し語・地域・用例・関連語
など・参照語彙という構成要素である。ただし、全ての見出しにおいて全ての要素が
含まれているとは限らない。
２． ネフスキーの使用した音声記号を現代の国際音声記号（IPA）に転写した。一方、本
来のネフスキーの表記も残している。すなわち、全ての語彙に２つの表記法がつけて
ある。本来のネフスキーによる表記を通常のフォントに、筆者による国際音声記号転
写をイタリックにといった書き分けにした。
　本研究とは純粋な文献研究であり、実地調査には一切基づいていない。このため、音声
記号による語彙・例文の転写は単なる文字の書き直しに過ぎず、事実上の宮古言葉を対象
にしたフィールドワークの結果なのではない。その点はあらかじめご了承いただきたい。
　さらに、ネフスキーが中舌母音を標識するつもりで使ったïに関して解釈が２つある。宮
古語に限りこのïはいわゆる摩擦母音（fricative vowel）として という記号で転写し、それ
以外の言葉・地域語のïは普段の中舌母音の記号である㷓で転写した。
　摩擦母音とは宮古語独自の音声で、ペラール・林2012：20の報告によると、「中舌狭母
音［㷓］～非円唇狭母音［㷙］の音色に加え、歯茎の摩擦噪音をもつ」ような母音である。また、
かりまた2010：196の説明では、「摩擦音的な特徴は、主要なせばめを舌先上面の舌べりと
上歯茎の間で形成する舌先的な母音として調音されるものであり、その実現のためには、
摩擦音［s］や［z］を調音するときと同じ口がまえをとる」となっている。そんな摩擦噪音が
原因で、特に破裂音に続く場合、ネフスキーによる摩擦母音の表記が普段 ïs 、あるいは ïz と
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なっている。それらの表記を本稿においてs 、z として転写した。
　なお、摩擦母音の調音上、あるいは音響上の性質が多様に論じられており（詳細はかり
また2010参照）、調査者による名づけに関しては舌尖母音（apical vowel、例えば崎山
1963、 狩俣2005）、 または舌端母音（laminal vowel、 例えば青井2013、Aoi・Niinaga 
2013）のような名称が近年有力になってきたかと思われる。
３． ネフスキーが使った略語、特にいわゆる「地域ラベル」―『宮古方言ノート』の「平良」
を意味する「Ps」、「佐良浜」を意味する「Sarah」などの類　―を本式の名称に置き
換えた。
４． もともと日本語であった部分を「（日）」という記号で示し、ロシア語であった部分を
「（露）」で示した。ロシア語での内容が日本語の内容と大きく違わないと判断された
場合は「（露）同」と標識した。
５． ネフスキーの日本語に極力干渉を加えないことにした。ただし、歴史的仮名遣いを現
代仮名遣いに、旧漢字を新漢字に、古典活用を現代語活用に、というような変更は行っ
た。
６． ネフスキー自身による宮古語の訳（日本語とも、ロシア語とも）が欠けている場合、
筆者が筆者なりの訳をつけた。筆者の訳を括弧《》の中に入れてある。
７． 本稿におけるネフスキー自身があげた参考文献の中に、以下のものがある。
ア）〔田島〕田島利三郎の『宮古島乃歌』
イ）〔宮良〕宮良當荘『採訪南島語彙稿』
ウ）『おもろさうし』
エ）『混効驗集』
オ）『伊呂波字類抄』
カ）『和名抄』
キ）山内盛熹『南島八重垣』
ク）徐葆光『中山傳信錄』
８． 「地域ラベル」に関しては、「一般」とはおよそ「宮古全体」の意味である。「琉球」
とは首里の士族言葉であり、「八重山」とは八重山全体および石垣島の言葉のことで
あろうと思われる。
９． 全ての脚注が筆者によるものである。
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a㷖a aza　平良、佐和田。（日）吾兄の意か。兄（弟達からの呼ぶ方）。（露）兄。弟達が兄
のことをこう呼ぶ。用例：平良：ur’a: no:jar’a: a㷖a? urjaː noː jarjaː aza（日）それは
何でしょう、兄様。（露）同。
関連語など： 多良間：a㷖’a azja；　石垣：a㷖́a a㷢a；　水納：ida ida；　琉球：at㶛i 
at㷡ː iː；　 西 表：at㶛a at㷡ːa（日） 長 兄；　 日 置：ansaŋ ansaŋ；　 佐 賀：a㶄aimon 
a㷡aimon < ani-㷖́a-mono ani 㷢a mono；　上代語：a-so aso, a-se ase（露）私の兄
a㷖a-gama aza-gama　平良。（日）末兄、季兄。（露）兄達の中の最も年下の人。
関連語など：a㷖a aza（露）「兄」+ gama gama（露）指小の接尾辞；　八重山：a㷖́a:ma 
a㷢aːma
aŋga aŋga　平良、多良間。（日）姉（妹達からの呼ぶ方）。（露）姉。妹達が姉のことをこ
う呼ぶ。多良間島においては結婚している中年の女性がこう呼ばれている。
関連語など： 琉球：aŋ-gwa: aŋgwaː・aba: abaː；　日本：ane-ko aneko；　金武：
ŋ:gwa ŋːgwa；　久志・名護：anna: annaː；　大宜味：anna: annaː；　国頭村：aŋga: 
aŋgaː；　国頭村奥：akka: akkaː；　琉球：aba: abaː；　恩納：aba: abaː；　名護：
a:ba: aːbaː；　羽地：ma:ma: maːmaː；　今帰仁・本部：ma:ma maːma；　伊江島：
amama amama・ma:ma maːma；　八重山：amma amma；　『混効驗集』：おめあね 
umiani umiani；　那覇：umani: umaniː
ani ani　一般。（日）姉。（露）姉。平良にはこの語は「兄」という意味でも使われている
らしい。また、aniはannaと同様に「母」の意味で使われている。
関連語など：琉球：ani ani（露）姉；　日本：ane ane（露）姉, ani ani（露）兄；　『混
効驗集』：おめあね umi-ani umi ani（露）現代語では umani: umaniː（日）姉の事；　
佐賀：an’o: anjoː・anne: anneː（日）下女
anijumi anijumi　平良。（日）兄嫁。
anissu anissu　平良。（露）「お姉さん」、年上の女性への呼称。
anna anna　平良、佐和田、伊良部。（日）お母様。（露）母、お母さん。子供が母のこと
をこう呼ぶ。用例：annaŋkai azzadi annaŋkai azzadi（日）お母様にきっと言いつけ
ます。annaŋkai azmdo: annaŋkai azmdoː（日）お母さんは1言いつけますよ。annaga 
du tumo:㶄i ku: ti:nu munu jar’a　annagadu tumoː㷡i kuː tiː  nu munu jarja（日）お母
様がお伴して来いと言ったもんだから。（露）「彼とともに行きなさい」と母が言った。
関連語など：琉球：amma: ammaː；　名護・羽地 amma amma；　今帰仁・伊江島
1　この「は」は「に」のつもりであろう。上記の例のように、ŋkaiは「に・へ」（方向格）の機能である。
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の平民：am㷙 am m；　八重山：ab㷙 ab m；　久志・大宜味：anna: annaː（露）姉；　
八重山：aina aina（日）花嫁；　庄内：nana nana（日）「妻」、「母」；　上総・安房・
房州：nana nana（露）「姉」年上や目上の女性に対しても使われる。
aŋga　参照
a-sa asa　平良、佐良浜。（日）父、お父様、父親。（露）父、お父さん。子供が父のこと
をこう呼ぶ。もともとこの語がa-㷖a「兄」と同じであった可能性がある。用例：〔田島〕
asa-ŋkai kui-㶈㶈i-sama㶛i asaŋkai kui 㷢㷢i samat㷡i（日）父に乞入して下さい。
関連語など：八重山：at㶛a at㷡ːa（露）お父さん；　国頭村：so:so: soːsoː；　国頭村
の奥：s㷙:ta s mːta；　『混効驗集』：あすたべ　asi-ta-bi asitabi、（露）または　よあす
たべ　評定所における３つの官職の役人・那覇の平民がこれらの役人をasa-ta-bi 
asatabi と呼んでいた；　『おもろさうし』XV, 47・X, 36：asa asa；　『おもろさうし』
IX, 28：nasa nasa（露）父。a＝（露）日本：a a「私」、「私の」+ sa sa「父」„oтeц”、
日本：se se, so so「兄」。
a㷖a aza　参照
atudu ïz  atuduz 　平良。（露）跡取り（男性にしても女性にしても）。atudur’a atudurja《と
も言う》。
atu-mi atumi　平良。（日）養子、婿。跡目。関連語など：日本：atome atome（露）ato「跡」、
「後」＋ me（露）「目」。琉球：at㷙mi at mmi
atutu ïz  atutuz 　平良。（露）跡取り（男性にしても女性にしても）。
atudumitu㷖ï atudumituz 　平良。（日）〔宮良〕後妻。 atutu㷖ï atutuz 　参照。
atu-tu㷖ï atutuz 　平良。（日）〔宮良〕後妻。
関連語など：石垣・小浜・新城：atu-tu㷖ï atu tuz ；　与那国：attu-tuŋ attu tuŋ；　
住用・伊須：atun-tu㷖́i atun tu㷢i；　名瀬・喜界・嘉手納・首里・那覇・糸満・西表・
黒島：atu-tu㷖́i atu tu㷢i
類義語：atudumi tu㷖ï atudumi tuz
a:zza aːzza　平良の平民語。（露）おじいさん。孫が祖父のことをこう呼ぶ。
bantaga midum bantaga midum　平良。（露）私の妻。
bikidumm’u: ïz  bikidum mjuː z 　平良。（露）甥。
biki-ujasïtu biki ujas tu　平良。（日）義兄弟。夫の兄弟。（露）同。
関連語など：biki biki（露）「雄」＋ ujasïtu ujas tu
biki-vva bikivva　平良。（日）男の子。（露）男の子、息子。用例：bikivva pukanumunu 
bikivva pukanu munu midumvva: ja: numunu midumvvaː jaːnu munu《男の子は外の
もの、女の子は家のもの》。
関連語など：biki biki（露）「雄」 ＋ ffa ffa（露）「子供」「幼児」。 喜界：jiŋŋaŋka 
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jiŋŋaŋka
biki-z bikiz　平良。（日）男子。兄弟（姉妹よりの称呼）。（露）男子、やつ、男兄弟（姉
妹が男兄弟のことをこう呼ぶ）。
関連語など：八重山：bigirï bigiri；　琉球：wiki: wikiː；　『混効驗集』：おめけり 
umikiji umikiji（日）女の方より男兄弟を言う。bikir’a: bikirjaː　参照
bikicu㷖ara bikitsuzara　平良。（日）男兄弟。（露）同。
buba buba　平良、佐和田、佐良浜。（日）叔母（姪甥よりの称呼）。（露）おば、おばさん。
甥姪たちがおばのことをこう呼ぶ。用例：伊良部島：bubata:ja utumu㶄i bubataː ja 
utumu㷡i（日）伯母等を招待2して。bu㷖ata:ja ucïkai㶄i buzataː ja uts kai㷡i（日）伯父等
を招待して。
関連語など：日本：（Jap）oba oba < *woba woba；　八重山：buba buba
buba-ma bubama　平良。（日）叔母。（露）おば、おばさん。
関連語など：buba ＝ *woba woba（露）おば＋ ma ma（露）「母」？
bubapa: bubapaː　平良。（露）祖父や祖母の姉妹。
buda-sa budasa　多良間。（日）伯父、叔父。（露）おじ。大人の男性に対する呼称。
bu㷖a buza　平良、佐和田。（日）１．伯父、叔父（姪甥よりの称呼）。２．三十才以上の
男子。（露）１．おじ。甥姪たちがおじのことをこう呼ぶ。２．30歳以上の男性への
呼称。
関連語など：佐良浜：bu㷖́a bu㷢a；　多良間：buda buda；　日本：o㷖́i o㷢i < *wo㷖́i 
wo㷢i；　琉球：w㷙n㶛㷙 w mnt㷡 m；　八重山：bu㷖́a bu㷢a；　八重山百姓：bu㷖a buza；　
『混効驗集』：mu㷖a muza・n㷖a nza（日）下人、下女；　『混効驗集』：をんきよもい 
wuŋk’u-mui？wuŋkju mui（日）伯父、叔（露）おじ　もい mui mui（露）は多少の
愛称を込めた単語である、例えばwunén-mi: wunɛn miː「おじ」（日）召使の男・年寄っ
た人
bu㷖a-sa buzasa　平良。（日）伯父、叔父。（露）おじ。
関連語など：bu㷖a buza（露）「おじ」＋ sa sa「父」？；　佐良浜：bu㷖́asa bu㷢asa；　
多良間：（Ta）budasa budasa；　琉球：（Rk）w㷙㷖́a-㶄a: w m㷢a㷡aː
bu㷖́apu㷖ï bu㷢apuz 　平良。（露）祖父や祖母の男兄弟、年を取った親類の男性。
bunacu㷖ara bunatsuzara　平良。（日）女兄弟。（露）姉妹。
㷖ïnaŋ z naŋ　平良。（日）次男。（露）同。
㷖ïnamvva z namvva　平良。（露）２番目の子供。
㷖ïnammidumva z nammidumva　平良。（露）次女。
2　「伴」の誤記であろう。
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gaba-mma gaba mma　平良。（日）曾祖母。（露）同。
gaba-㶄u: gaba 㷡uː　平良。（日）曽祖父。（露）同。
im’a:ŋga imjaːŋga　< imi-aŋga imi aŋga　平良。（日）仲姉。（露）姉のことではあるが、
最も年上の姉のことではない。
im’a:㷖a imjaːza　< imi-a㷖a imi aza 平良。（日）仲兄。（露）兄のことではあるが、最も年
上の兄のことではない。最も年下の兄のことはa㷖agama azagamaという。
関連語など：imi imi（露）「小さい」＋ a㷖a aza（露）「兄」
icïfu［its fu］・icufu itsufu　平良、佐和田。（日）従兄弟、従姉妹。（露）同。
関連語など：佐良浜：i㶛ufu it㷡ufu；　琉球：i㶛㷙k㷙 it㷡 mk m；　日本：itoko itoko；　
八重山：i㶛ifu it㷡ifu；　福江・肥前南松浦郡：itoko itoko（露）親戚。
icufu-bu㷖a itsu fu buza　平良。（日）父母の従兄弟。（露）親の従兄弟、「従兄弟おじ」。
関連語など：icufu＝日本：itoko（露）「従兄弟」+ bu㷖a 日本：*wo㷖́i wo㷢i（露）「おじ」
icufu-buba itsu fu buba　平良。（日）父母の従姉妹。（露）親の従姉妹、「従姉妹おば」。
関連語など：icufu＝日本：itoko（露）「従姉妹」+ buba 日本：*woba woba（露）「おば」
icufu-m’u:z itsu fu mjuːz　平良。（日）従兄弟または従姉妹の子。（露）いとこの子供であ
る甥や姪。
関連語など：icufu＝日本：itoko（露）「従兄弟」「従姉妹」+ m’u:z mjuːz（露）「甥」「姪」
ja:jumi jaː jumi　平良。（露）長男の妻。
jacïmmaga jats mmaga　平良。（日）ヒヒマゴ。ヒゴ。玄孫。（露）玄孫〈解読不可能〉。
ja ïz  jaz 　平良。（日）相嫁。
jo:sï joːs 　平良。（日）養子。婿。
関連語など：日本：jo:㶄i joː㷡i；　八重山：jo:sï joːs
jo:sïuja joːs  uja　平良。（露）養父。
jo:sïanna joːs  anna　平良。（露）養母。
jumi［jumi］　一般。（日）嫁。新婦。子婦。（露）嫁、息子の妻。
関連語など：琉球：j㷙mi j mmi；　薩摩：jomi jomi；　日本：jome jome；　八重
山：jumi jumi
katai katai　平良、佐和田。（日）姻族（露）同。用例：ujaku 㶄i: katai-ja 㶄i: fi:sama㶛i 
ssabinu㶄u: ujaku 㷡iː  kataija 㷡iː  fiːsamat㷡i ssabinu 㷡uː 親子（知人・親戚ノコト）ニシ
テ近親ニシテ下サイ《しらべの主》。
k’o:da
）
i kjoːda
）
i　平良、多良間。（日）兄弟。（露）男兄弟。
関連語など：琉球：㶛o:dè: t㷡oːd㷖 ː；　日本：（Jap）k’o:da
）
i kjoːda
）
i；　中国：hi
）
uŋ-ti 
hi
）
uŋ-ti；　八重山：k’o:dai kjoːdai；　佐賀：k’o:dɛa: kjoːdɛaː
ku:naz kuːnaz　池間。（日）こなみ。（露）複合の要素として使われる。用例：wa:naz-
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ku:naz waːnaz-kuːnaz ウワナリ―コナミ《本妻と後妻》。
ma:ma maːma　平良、佐和田、佐良浜。（日）継母。（露）同。
ma:ma:ffa maːmaːffa　平良。（日）継子。（露）継子（男性・女性とも）。
関連語など：琉球：mama-kkwa mamakkwa；　日本：mama-ko mamako；　八重
山：mamafa: mamafaː
ma:ma-mma maːma mma　佐良浜。（日）継母。（露）同。類義語：ma:ma maːma
ma:ma:nna maːmaːnna　<ma:ma-anna maːma anna　平良。（露）継母。
関連語など：日本：mama-haha mama haha；　琉球：mama-㷙ja mama mja；　佐
良浜：ma:ma-mma maːma mma
ma:ma-sa maːmasa　佐和田、佐良浜。（日）継父。（露）同。
mamasa mamasa　平良。（露）継父。
ma:ma-uja maːma uja　平良。（日）継父。（露）同。
関連語など： 琉球：mama-㷙ja mama mja（露）「継母」；　佐良浜：ma:ma-zza 
maːma zza（露）「継父」
ma:ma-zza maːma zza　佐良浜。（日）継父。（露）同。
関連語など：八重山：mamauja mamauja。類義語：ma:ma-sa maːmasa
mata-icufu［mata-itsufu］　平良。（日）再従兄弟。（露）再従兄弟、再従姉妹。
関連語など：琉球：mata-i㶛㷙k㷙 mata it㷡 mk m；　八重山：mata-i㶛ifu mata it㷡i fu；　
『伊呂波字類抄』3：（日）三從兄弟 mata-itoko mata itoko
mata-mmaga mata mmaga　平良。（日）曽孫。（露）同。
関連語など：琉球：mata-mmaga mata mmaga；　八重山：mata-ma: mata maː
mata-pa: mata paː　平良。（日）曾祖母　（三人称）〔宮良〕。
mata-upu㷖ï mata upuz 　平良。（日）曽祖父　（三人称）〔宮良〕。
mavk’a: mavkjaː　平良、佐和田。（日）差向。妻。（露）１．差し向かい、対面して。２．妻 
（歌謡語）。
midumm’u: ïz  midummjuːz 　平良。（露）姪。
midum-ujasïtu midum ujas tu　平良。（日）小姑。（露）夫の姉妹、小姑。
midum-vva midumvva・midumva midumva　平良。（日）娘。女子。（露）娘。用例：
bikivva pukanumunu bikivva pukanu munu。midumvva: ja: numunu midumvvaː 
jaːnu munu《男の子は外のもの、女の子は家のもの》。
関連語など：八重山：mi:duna:фa: miːdunaːфa（日）女子、mi:duna: miːdunaː（日）
少女、mi:duŋфa:na: miːduŋфaːnaː（日）女の子供。少女。
3　あるいは『色葉字類抄』。
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mi:㶛u
㶅
ku miː t㷡uku　平良。（露）遠い従兄弟・従姉妹4。
mma mma　一般。（日）１．母。２．お祖母様（平良）。（露）１．同。２．おばあさん。
平良においては孫が祖母のことをこう呼ぶ。用例：平良：mmanuja:［mmanujaː］・
mmagaja: mmagajaː（日）母の家。実家。
関連語など：琉球：amma: ammaː（露）「母」、「乳母」；　八重山：mmi mmi（日）
祖母。老婆；　日本：をうな；　青森：appa appa（露）「母」；　新城：mma mma（露）
母。
mmaga mmaga　平良、佐和田、佐良浜。（日）孫。（露）孫（男子・女子とも）。用例：
平良：mmaga: tarama-du: mmagaː tarama duː（日）孫は多良間島の様に遠いもの。
（露）同・ことわざ。
関連語など：日本：maŋo maŋo・mago mago；　八重山：ma: maː；　琉球：mmaga 
mmaga；　『和名抄』无麻古 mma-go mmago；　喜界 maŋa: maŋaː；　与那国 maŋu 
maŋu
mma-kitati-k’o:dai mma kitati kjoːdai　平良。（露）母親が異なる兄弟または姉妹。
mma:sa mmaːsa　平良。（露）母と父、両親。
muku muku　平良。（日）婿。（露）同。
関連語など：日本：m㷙ko m mko；　琉球：m㷙k㷙 m mk m・m㷙:k㷙 m mːk m；　今帰
仁・本部：m㷙㸐㷙 m m㸐 m；　八重山：muku muku；　与那国：mugu mugu
muku-bu㷖asa muku buzasa　平良。（日）伯母（又は叔母）の夫。（露）おじ、親の姉妹の夫。
関連語など：muku muku（露）「婿」＋ bu㷖a-sa buzasa（露）「おじ」
m’u:z mjuːz　平良、佐和田、佐良浜。（日）甥。姓。（露）同。
関連語など：日本：oi oi < *woi woi（露）「甥」；　琉球：wi: wiː id.；　日本：mei 
mei（露）「姪」；　琉球：mi: miː id.；　八重山：bui bui（露）甥・姪。
nasaŋ-ffa nasaŋ ffa　歌謡語。（日）産さぬ子。嫁。
nasï
㶅
k㶄㶄a nas k㷡㷡a　平良。（露）末っ子（息子・娘とも）。
na㶛aru-bè: nat㷡aru bɛː　多良間歌謡語・nasïtal-bè: nas tal bɛː　多良間口語。（日）産し
た者、即ち母。（露）母。
pa: paː 平良。（日）祖母。（露）祖母、おばあさん。
関連語など：八重山平民語：a:pa aːpa；　八重山：pa: paː（日）曾祖母；　『おもろ
さうし』XXI, 85：うきはあ uki㸐a: uki㸐aː（日）祖母、琉球：㸐a: 㸐aː・ha:me haːme、
琉球：pa:pa: paːpaː。『南東八重垣』：ハーマヘ　（ha:me:）haːmeː 平民達の祖母を称
してしかいふめれと凡そ　平民達の年丈けたる老女をこそりてハーマヘ（ha:me:）と
4　いとこ同士の孫の関係を指す語であると思われる。
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いふ。字字婆前とかくべし。前は尊称なり。ハー（ha:）［haː］上の（ha:me:）を畧して
直にしかいふ所もあり。パーパー（pa:pa:）paːpaː ハーマヘ（ha:me:）と同意なれども
がし尊卑の差ひあり。むかしはハーマヘ（ha:me:）を尊称してパーパー（pa:pa:）を卑
称なりと古老のいへどうも今はパーパー（pa:pa:）を尊称となりてハーマヘ（ha:me:）
は卑称となれり。字字婆婆の支那語よりなれるなるべし。
pa:mma paːmma　平良。（露）曾祖母。曾祖母に対する呼び方。
pa:pu㷖ï paːpuz 　平良。（日）祖父母。（露）祖父母、祖父と祖母。
関連語など：pa: paː（露）「祖母」＋ upu-㷖ï upuz 「祖父」。『南東八重垣』：ハーオホ
ジ（ha:u㸐u㷖́i）haː u㸐u㷖́i 祖父母なり或はオ（u）［u］を中略してハーホジ（ha:㸐u㷖́i）
とも云ふ也。佐和田：ujapa:㸐㷙㷖ï ujapaː㸐㷙z （日）先祖。親祖母祖父の義；　琉球：
㸐a:u㸐u㷖́i 㸐aːu㸐u㷢i・㸐a:㸐u㷖́i 㸐aː㸐u㷢i
p ïs :mmaga ps ːmmaga　平良。（露）玄孫。
関連語など：日本：çimago çimago
pudamma pudamma　島尻歌謡語。（日）母のこと。
関連語など：pudu pudu（露）「成長」・「年齢」＋ mma mma（露）「母」。
sannamvva sannamvva　平良。（露）３番目の子供。
sannaŋ sannaŋ　平良。（日）三男。（露）同。
sannammidumva sannammidumva　平良。（日）三女。（露）同。
sï㷖a s za・s㷙㷖a s mza・su㷖a su㷖a　平良、伊良部。（日）兄。（露）同。用例：s㷙㷖a-nu 
mutɛa: upubira juijui s m㷖anu mutɛaː upubira juijui。ani-nu mutɛa: pambicïgai juijui 
hui aninu mutɛaː pambits gai juijuihui。（日）兄の分は大姉の分は…《兄が持つのは
大きいな除草器、ユイユイ、姉が持つのは衣装入れの櫃、ユイユイホゥイ》5。
関連語など： 八重山石垣・ 黒島：㶄i㷖́a 㷡 i㷢a；　琉球：si:㷖a siːza；　佐良浜：su㷖́a 
su㷢a；　多良間：ida ida；　青森・平崎：so㷖a soza（日）君（男同士の言）；　新城：
㶄i㶄a 㷡i㷡a；　喜界：㶄ida 㷡ida；　住用・伊須：sïda sida；　西表：㶄i㷖a［㷡iza］；　与那
国：suda: sudaː；　 嘉 手 納：㶄i:㶄a 㷡iː㷡a；　 琉 球：㶄i:㷖́a 㷡iː㷢a（露） 兄 ま た は 姉・ 
wikiga-㶄i:㷖́a wikiga 㷡iː㷢a（露）兄・ winagu-㶄i:㷖́a winagu 㷡iː㷢a 姉；　『混効驗集』：お
めすざ umi-si:㷖a umi siːza（日）兄の事、（露）すざ聟といった単語を探すつもり・す
ざべ si:㷖a-bi siːzabi（日）兄（露）兄のこと、平民の言葉においては自分より年上の
人を全てこう呼ぶ。類義語：a㷖a aza
sïtasa s tasa　平良、佐和田、佐良浜。（日）舅。（露）同。
関連語など：日本 㶄㷙:to 㷡 mːto < 琉球：㶄it㷙 㷡it m
5　子守唄よりの引用。ネフスキー1998：112参照。
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sï
㶅
tasauja s tasa uja　平良。（露）舅。
sï
㶅
tasazza s tasa zza　平良。（日）舅父。（露）舅。
sïtibutu s tibutu　平良。（日）捨夫。（露）見捨てられた夫。
関連語など：池間：㶄㶄ibutu 㷡㷡ibutu
sï
㶅
titu㷖ï s tituzi　平良。（露）見捨てられた妻。
sï
㶅
tuma s tuma　平良、佐和田、佐良浜。（日）姑。（露）同。
関連語など：日本：㶄㷙:tome 㷡 mːtome
sï
㶅
tumamma s tumamma・sïtuma-mma s tuma mma　平良。（日）姑母。（露）同。
su㷖assu suzassu　平良。（露）「おにいちゃん」、年上の人に対する呼称。
㶄u: 㷡uː　平良、佐和田。（日）祖父。老人。（露）祖父、おじいさん。士族において孫たち
が祖父のことをこう呼ぶ。老人。
関連語など：多良間：s’u: sjuː（日）士族の語（露）同；　八重山：㶄u: 㷡uː（日）父〈解
読不可能〉；　八重山：u㶄umai u㷡umai（日）祖父（露）同。
㶄ū㶅numai 㷡ǔːnumai　平良。（日）主御前。（露）身分の高い役人を敬って、または妻が夫
を敬っていう語。
関連語など：琉球：㶄u:numè: 㷡uːnumɛː；　八重山：㶄u:numai 㷡uːnumai
tu㷖ï tuz 　平良、佐和田、佐良浜。（日）妻。「刀自」、女房。（露）同。
関連語など：八重山：tu㷖ï tuz ；　琉球：t㷙㷖́i t m㷢i；　日本：to㷖́i to㷢i（露）「婦人」、
「刀自」
㶛akusï t㷡akus 　平良、伊良部。（日）嫡子、長男。（露）同。
関連語など： 八重山：㶛akusï t㷡akusi；　琉球：㶛ak㷙㶄i t㷡ak m㷡i；　日本：㶛ak㷙㶄i 
t㷡ak m㷡i
㶛aku
㶅
sïmidumva t㷡akus midumva　平良。（露）長女。
㶛aku
㶅
sïvva t㷡akus vva　平良。（露）最も年上の子供。
uibitu-mma uibitu mma・uib ïz tu-mma uibz tu mma　佐良浜。（日）祖母。お婆様。（露）同。
uibitu-zza［uibitu zza］・uib ïz tu-zza uibz tu zza　佐良浜。（日）祖父。お爺様。（露）同。
uibusa uibusa　平良古語・上流。（露）おじ。
uippa uippa　平良古語・上流。（露）おば。
uja uja　一般。（日）親。父、士族の人に対する呼び方。役人。（露）親、父。平民が士族
の人のことをこう呼ぶ。士族においては父親に対して使われる語である。
関連語など：琉球：㷙ja mja；　日本：oja oja；　八重山：uja uja；　八重山平民
語：aja aja（日）父；　八重山：uja uja（日）祖父
uja-sïtu ujas tu　平良。（日）小舅。小姑。（露）夫の兄弟、または姉妹。
um-ku umku　平良歌謡語。（日）産む子。自分の産んだ子。
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umizbi: umizbiː　平良。（日）子を作った人。父〔田島〕。
upa:㷖a upaːza　平良。（日）大兄。（露）最も年上の兄。
関連語など：upa:㷖a upaːza < *upu-a㷖a upu aza（露）「大きい兄」；　八重山：fut㶛a 
fut㷡a < *ufu-a㷖́a ufu a㷢a；　琉球：㷙㸐㷙:㶛i: m㸐 mːt㷡iː
upa:nna upaːnna　平良。（日）姨（母の姉）。（露）「大きい母」、つまり伯母。
関 連 語 な ど：八 重 山：hoppa hoppa < *ufu-appa ufu appa；　 琉 球：㷙㸐㷙:amma 
m㸐 mːamma。upu＝日本：o: oː（露）「大きい」＋ anna anna（露）「母」、日本（Jap）o: 
＋ amo amo（露）「母」
upu-aŋga upu aŋga　平良。（日）大姉。長姉。（露）最も年上の姉。文字通り「大きい姉」。
関連語など： 八重山：homma homma < *u㸐u-（a）mma u㸐u amma・u㸐u mma；　
琉球：㷙㸐㷙:-wumi: m㸐 mː wumiː；　日本：o:-ane-ko oː aneko
upu㷖ï upuz 　平良、多良間。（日）祖父。お祖父様。（露）同。
関連語など：日本：o:㷖́i oː㷢i < *opo-㷖́i opo 㷢i；　琉球：㷙㸐㷙㷖́i m㸐 m㷢i；　『中山傳信
錄』五虎之、八重山：ab㷙㷖́i ab m㷢i；　八重山：fu:㷖ï fuːz （日）曽祖父
upu:ja upuːja　< upu-uja upu uja　平良。（日）「大親」の意。阿伯（父の兄）。（露）おじ、
父の兄。
関連語など：upu＝日本：o: oː（露）「大きい」＋ uja＝日本：（Jap）oja oja（露）「親」・
「父」
upu:ja upuːja　多良間。（日）祖父（平民の語）。（露）祖父、おじさま。平民によって使
われる語。平良のupu:ja upuːja　参照。
utu utu　平良、 佐和田。（日） 弟。（露） 弟、 妹。 用例： 佐和田nafunajo:nu baŋga 
utujo:hui nafuna joːnu baŋga atutu joːhui（露）泣くな弟よねんねん（子守唄より）。
関連語など：佐賀：oto-bo: otoboː 末子（露）最も年下の息子。ututu utu tu　参照
utu-dara utudara　多良間。（日）兄弟。（露）男兄弟。
utu㷖a utuza　伊良部。（日）兄弟。親類。（露）男兄弟、親類。
関連語など：佐良浜：utu-㷖́a utu㷢a（日）兄弟（露）男兄弟
utu㷖́a utu㷢a　佐良浜、池間・utuga utuga・utu-ga-ffa utuga ffa・utu-ga-vva utuga vva　
平良。（日）末子。（露）末っ子、最も年下の子供。
関連語など：壱岐島：wotogo wotogo・otogo otogo
utuga-gama utugagama　平良。《説明なし。「弟」・「妹」の愛称を込めた言い方》。用例：
utugagamo:ba kagunna nu:㶄i utugagamoːba kagunna nuː㷡i《弟ちゃん・妹ちゃんを籠
に乗せて》6。
6　子供が毬で遊ぶ時唱えた歌。ネフスキー＆岡1971：82参照。
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utu-gama utugama　平良。（日）弟。妹。（露）弟、妹。兄たちと姉たちが年下の兄弟の
ことをこう呼ぶ。utu utu　参照。
ututu ututu・uttu uttu　平良。（日）弟。妹。年少者。（露）弟、妹。
関連語など：佐良浜・多良間・水納：uttu uttu；　日本：oto:to otoː to、（露）弟；　
八重山：utudu utudu；　『混効驗集』：おめをつと umi-uttu umi uttu；　佐賀：ototo 
ototo（日）弟の事。
ututujumi ututujumi　平良。（日）弟嫁。
ucu㷖a（:）utsuza・utsuzaː　平良。（日）親戚。親類。兄弟。（露）同。用例：mmakata-nu 
ucu㷖a: mmakatanu utsuzaː（日）母方の新戚。（露）同。asakata-nu ucu㷖a: asakatanu 
utsuzaː（日）父方の親戚。（露）同。
関連語など：伊良部：utu㷖a utuza；　池間・佐良浜：utu㷖́a utu㷢a；　多良間：utu-
dara utudara；　八重山：utu㷖a utuza；　『おもろさうし』XVII, 45：おとぢや；　『混
効驗集』： おめとぢやumitu㷖́a umitu㷢a（日） 兄弟の事　おとぢやむたutu㷖́anta 
utu㷢anta（那覇：utu㶛anda utu㷡anda）とも、おめと云字をいふ時は敬ふ言葉也　只お
とぢやutu㷖́a utu㷢a 共云（id.）おとぢや（utu㷖́a）兄弟（露）兄弟のことも、姉妹のこ
ともこう呼ばれている。平民の言葉においては他人のことも多少愛称を込めてutu㷖́a
と呼ぶ
wa:na ïz -ku:na ïz  waːnaz  kuːnaz 　平良。（露）本妻と後妻。
zza zza　平良、佐和田、佐良浜。（日）１．父。お父様。（平民ノ言葉）２．平民の老人。（露）
同。
関連語など：一般：uja uja（露）「親」父；　日本：oja oja；　八重山の 竹富語：i:㷖a 
iːza（日）父
zza: ïz k’o:dai zzaː z  kjoːdai　平良。（露）まま兄弟、またはまま姉妹。
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